
年度　授業計画（シラバス）

15 (1) 時間(単位)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

配付プリント

前回授業内容に係る確認問題
を課すことがあるので、復習を
しておくこと。
事前に配付するプリントに目を
通しておき、どのような事柄を
習得するするのかイメージして
授業に臨む。

社会保障の概念と対象、ならびにその理念
現代社会における社会保障制度の課題

授業の
方法

第
1
回

講
義
形
式

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

社会保険や社会扶助のしくみや特徴を理解することにより、社会
保障施策の費用面についても説明することができる。

各コマに
おける

授業予定

社会保障の財源と費用
社会保険と社会扶助の関係

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

医療保障を担う諸制度の全体像を視野に入れながら、医療保険
制度を中心とした現状を説明することができる。

各コマに
おける

授業予定
医療保険制度の概要

中野　千秋 実務経験と
その関連資格

科  目  名

言語聴覚士学科昼夜間部

社会保障制度

科　目　区　分

市販のテキストは使用せず、要点をまとめたプリントを配付する。参考図書については、授業中に適宜紹介する。

社会保障の概念ならびに、その制度を理解することにより、医療機関及び医療専門職者の係りかたを学んでいくことを目標と
する。医療サービスを提供する医療専門職者、医療提供者として、包括的に社会保障制度の面から考えることができる効果が
期待できる。

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

4016,7限他1年生 教室名

言語聴覚士の国家資格を活かす職業人生において、我が国の社会保障制度の仕組みを理解していることは、非常に心強い
支えになる。また、より良い社会を共に築くためにも、大きな関心を持って取り組んでもらいたいと願っている。

担 当 教 員

使用教材

配付プリント

授業以外での準備学習
の具体的な内容

事前に配付するプリント
に目を通しておき、どの
ような事柄を習得するす
るのかイメージして講義
に臨む。

第
5
回

第
2
回

配付プリント

前回授業内容に係る確認問題
を課すことがあるので、復習を
しておくこと。
事前に配付するプリントに目を
通しておき、どのような事柄を
習得するするのかイメージして
授業に臨む。

第
3
回

配付プリント

前回授業内容に係る確認問題
を課すことがあるので、復習を
しておくこと。
事前に配付するプリントに目を
通しておき、どのような事柄を
習得するするのかイメージして
授業に臨む。

内　　　容

我が国の歴史的な経緯も視野に入れながら、社会保障の概念や対
象、およびその理念を理解し、課題を指摘することができる。

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

配付プリント

前回授業内容に係る確認問題
を課すことがあるので、復習を
しておくこと。
事前に配付するプリントに目を
通しておき、どのような事柄を
習得するするのかイメージして
授業に臨む。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護保険制度の概要を理解し、労働者災害補償保険が他の社
会保障とは異なる点を挙げることができる。

2025

専門基礎分野 授業の方法 講義

授業時数(単位数)必修

社会保障に関する報道を新聞やインターネット等で目にした時、それがどういう意味を持っているのか、自身で考えながら接す
るようにしてみること。板書書きをしたプリントの記載事項、特に一覧表にした内容の見直し・復習をしておくこと。

学期末試験（100％）

第
4
回 各コマに

おける
授業予定

介護保険制度の概要
労働者災害補償保険の概要

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

雇用保険制度の概要と、社会福祉基礎構造改革による現状が
どのようなものか説明ができる。

各コマに
おける

授業予定

雇用保険制度の概要
社会福祉制度の概要



授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

各コマに
おける

授業予定

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

授業の
方法 内　　　容

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

我が国の社会保障の中心的な役割を果たす年金保険について
理解し、年金保険制度の抱える課題を挙げることができる。

各コマに
おける

授業予定
年金保険制度の概要

第
15
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

公的扶助の中心的な制度である生活保護制度の仕組みを理解し、実
態の把握ができる。また、実情から今後の課題を指摘することができ
る。

各コマに
おける

授業予定

配付プリント

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第
6
回

第
7
回

配付プリント

前回授業内容に係る確認問題
を課すことがあるので、復習を
しておくこと。
事前に配付するプリントに目を
通しておき、どのような事柄を
習得するするのかイメージして
授業に臨む。

生活保護制度の概要

前回授業内容に係る確認問題
を課すことがあるので、復習を
しておくこと。
事前に配付するプリントに目を
通しておき、どのような事柄を
習得するするのかイメージして
授業に臨む。

第
8
回

配付プリント

前回授業内容に係る確認問題
を課すことがあるので、復習を
しておくこと。
事前に配付するプリントに目を
通しておき、どのような事柄を
習得するするのかイメージして
授業に臨む。

第
9
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

諸外国の社会保障制度を知り、それぞれの長所/短所を指摘すること
が出来る。また、我が国のそれと比較して論じることが出来る。

各コマに
おける

授業予定
諸外国における社会保障制度の概要

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

第
10
回

第
11
回

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

第
14
回

第
12
回

第
13
回

授業を
通じての
到達目標


